
１ 主題構成表 

主題名 「困難を乗り越えて」（小学校・高学年）        資料名 「灯を持つ乙女－山本 芳翠」 

 

■ 内容項目 １－（２） 

 より高い目標を立て、希望と勇気をもっ

てくじけないで努力する。 

 ■ 内容項目から見た児童の

実態 

（意識） 

・よりよい姿を目指して、目標

を立てていこうと考えてい

る。 

・思うように結果が出ないと、

すぐに助けを求めたりあき

らめたりして「自分にはでき

ない」と決めつけてしまうこ

とが多い。 

・目標達成に向けて、着実に前

進していこうとする意識に

弱さがみられる。 

（要因） 

・目に見える結果の善し悪

しだけで努力の全ての評

価をしてしまう。 

・高い目標に向かって粘り

強く努力していく経験が

少なく、達成感を十分に味

わっていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 資料の分析 
・本資料は、日本一の絵かきにな
ることを目指し、後に「洋画の
父」とまで言われるようになっ
た山本芳翠の青年時代の一時
期を取り上げている。 

・西洋画と出会い、絵を描きたい
という強い思いをもちながら
も、絵を描くこととは関係のな
い、つらい丁稚奉公をしなけれ
ばならない為蔵（山本芳翠）の
気持ちに共感することができ
る。 

・親や家のことを思いながらも夢
を追い続けようと決心した為
蔵の気持ちに共感することが
できる。 

・辛い中でも絵を描き続ける努力
をし、弟子入りを許されて、新
たに努力し続ける決意をした
為蔵の素晴らしさに触れ、より
高い目標を立て、その具現に向
けてくじけないで努力しよう
とする生き方を捉えることが
できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 価値の分析 

・児童が自立し、よりよく生きていくため

には、自分がやらなければならないこと

を、しっかりとやり抜くことが大切であ

る。そこには、何事にも粘り強く取り組

み、努力し続ける態度が求められる。 

・高学年は、児童がそれぞれ高い理想を追

い求め始めるとともに、自信がもてなか

ったり、夢と現実との違いを意識したり

する時期でもある。だからこそ、様々な

生き方への関心を高め、理想に向かって

着実に前進していこうとする強い意志と

実行力を育てる必要がある。 

・そこで希望をもって努力し続けていくこ

との大切さや挫折感を克服する人間の強

さについて考えることができるようにし

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

■ ねらい 

  思い通りにいかなくても、くじけずに目標に向かって努力し続けていくことの大切さに気付き、粘り強く

最後までやり抜こうとする心情を育てる。 

 

 

 

■展開の構想                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第２次岐阜県教育ビジョン＞ 

基本目標２ 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 の中で、本時特に授業者として意識して関わらせたい

事項について、端的に表す。 

■ 展開の構想 

・途中で投げ出したくなったり、迷い出したり

する人間の弱さに気付かせる。 

・親や家のことを思い悩むが、あきらめずに夢

を追いかけたことに気付かせる。 

・弟子入りが許された主人公の気持ちを考えさ

せる中で、粘り強く最後までやり抜いた気持

ちのよさに気付かせる。 

・自分の生活を振り返ることで、自分で決めた

ことを継続してやり遂げようとする心情を

高める。 

■ 基本発問（◎中心発問） 

○暗い思いが暗雲のように胸の内いっぱいに広が

ってくるときの為蔵はどんな気持ちだったでし

ょう。 

○芳柳に弟子入りを許されたときの為蔵はどんな

気持ちだったでしょう。 

◎自分の目標に向かって努力し続けた為蔵の生き

方からどんなことが学べますか。 

○これまでに途中でやめてしまいそうになったけ

れど、最後までやりとげたことはありますか。 

■「私たちの道徳」の活用（ 授業前 ・ 授業中 ・ 授業後 ・ 活用しない ） 

（活用の仕方）「希望と勇気をもってくじけずに」（Ｐ.１８～１９）を終末に読んで、自分の夢や目標

実現に向けての努力について考える。 



 



 

 

２ 学習指導過程 

 基本発問と予想される児童の反応 指 導・援 助 

 

 

導 

 

入 

◇山本芳翠の経歴を紹介し、資料への興味・関心を高め
る。 

○目標に向かって頑張っているとき、皆さんはどんな気
持ちですか。 

・もうすぐできるかもしれないと思い、わくわくする気
持ち。 

・なかなかできないと嫌になってもうやめようかなと思
うときがある。 

 

・山本芳翠は、旧明智町の出身であること
や「洋画の父」といわれていることや、
時代背景について紹介する。 

・「灯を持つ乙女」の写真を提示する。 
・目標に向かって頑張っているときの前向
きな気持ちを思い起こさせる。 

 

 

 

 

 

 

展  

 

 

開 

 

 

前 

 

 

段 

 

◇資料提示をし、範読をする。 

○暗い思いが暗雲のように胸の内いっぱいに広がってく

るときの為蔵はどんな気持ちだったでしょう。 

・こんなことをしていて、本当に入門が許されるのだろ

うか。 

・いっそのことやめてしまおうか。 

・つらい。でも絵の勉強がしたい。少しでも絵がうまく

なりたい。 

○芳柳に弟子入りを許されたときの為蔵はどんな気持ち

だったでしょう。 

・つらい丁稚奉公に耐えたかいがあった。 

・これでやっと本格的な勉強ができる。 

・これからが本当の出発だ。もっと努力をしていい絵を

たくさん描こう。 

◎自分の目標に向かって努力し続けた為蔵の生き方から

どんなことが学べますか。 

・自分のやりたいことと違うことをさせられたのに、夢

をあきらめないで頑張り通した為蔵はすごい。 

・絵を描くこととは関係のないことでも耐えて続けたか

ら、絵の勉強も続けられて有名な画家になれたと思う。 

・自分だったら途中であきらめたと思うけれど、夢を途

中であきらめなかったから、それだけ西洋の絵に強く

ひかれたと思うし、日本一の絵描きになりたいという

強い願いがもてたと思う。 

・他から強いられた目標ではなく、自ら主

体的に求めた目標であることを確認す

る。 

・西洋の絵画に出会い、その魅力に強く惹

かれたことに触れる。 

・絵を描くことと関係のない丁稚奉公をさ

せられ、途中で投げ出したくなったり、

迷い出したりする人間の弱さに気付くこ

とができるようにする。 

・とにかく絵画の勉強をするんだという一

方的な目標の強さだけでなく、親や家の

ことを思い悩みながらも、あきらめずに

夢を追いかけたことに気付くことができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

・為蔵の生き方を肯定し、絵を描くことと

は関係のないことをやらされてもあきら

めなかったという心の支えを確認する。 

 

展 

開 

後 

段 

○これまでに途中でやめてしまいそうになったけれど、
最後までやりとげたことはありますか。 

・夏休みの自主研究で、途中で怠けそうになったけれど、
毎日休まずに続けてできたので、自分に自信ができた。 

・幼い頃からピアノを習ってきて、練習をしたくなかっ
たり、レッスンに行きたくなかったりして、何回もや
めようと思ったことがある。しかし、今思うと難しい
曲が弾けるようになったり、発表会で拍手をもらった
りしたので頑張ってきてよかった。 

・希望、勇気、努力という気付かせたい価
値の視点から今後の自分を考え、実践へ
の意欲を高める。 

・行為のみではなく、そのときの気持ちや、
今思っていることについても語ることが
できるようにする。 

 

終 

末 

◇「私たちの道徳」の「希望と勇気をもってくじけずに」

（Ｐ.１８～１９）に掲載された人物のコメントを読

む。 

＜変容の見届け＞ 

・「思い通りにならないこともあるが、あき

らめずに努力し続けることで目標が達成

できるのだ。やり遂げたいという思いを強

くもって最後まで続けられるようになり

たい」など、目標に向かって粘り強くやり

遂げようとする思いをもっている。 

【深めの発問】 

★為蔵はどうして丁稚奉公を続けながら、

絵の修行も続けることができたのだろ

う。 



 

 

 



 

 

３ 道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連  

＜場の内容・ねらい＞          ＜児童の意識＞     ＜指導・援助＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日常の活動】 

○係活動・委員会

活動 

・「学級・学年をさ

らによくした

い」という願い

をもって、自分

の仕事に継続し

て取り組むこと

ができる。 

 

○帰りの会 

・仲間の気持ちを

考え、希望を

もって取組を充

実させている児

童を位置付け、

充実感や満足感

を感得する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○家庭学習  

・毎日こつこつと

家庭学習に取り

組むことができ

る。 

体育（６月～７月） 

「水泳」 

・クロールや平泳ぎ

で続けて長く泳ぐ

ことができる。 

・自分の目標をやり

とげることができ

る。 

・自分が立てた目標が

達成できないと、す

ぐにあきらめてしま

う。 

・目標に向かって最後

まで努力し続けると

気持ちがいいことが

分かった。 

・個人カードを作成し、

毎時間の達成が分か

るようにする。また、

目標が達成できるよ

うに助言する。 

・あきらめずに最後ま

で取り組む姿を価値

付ける。 

道徳の時間（７月） 

「灯を持つ乙女―山本 芳翠」  

内容項目 １－(２) 

・思い通りにいかなくても、くじけず

に目標に向かって努力し続けてい

くことの大切さに気付き、粘り強く

最後までやり抜こうとする心情を

育てる。 

学級活動（７月） 

「夏休みの計画を立

てよう」 

・昨年度の夏休みの

反省を生かし、継

続して取り組むこ

とができる夏休み

の計画を立てるこ

とができる。 

・最高学年だから、全

校のリーダーとして

頑張ってやっていき

たい。 

・学級目標に向かって、

みんなと一緒に努力

することを忘れてい

た。目標をもち、み

んなと力を合わせて

いくことが大切だ。 

・今年は、自分の苦手

な泳法にも意欲的に

取り組もう。そのた

めに、頑張って練習

する。 

・仲間の助言を聞いて

こつをつかんで、で

きるようになるまで

頑張る。 

・いよいよ夏休み。自

分が立てた計画を

しっかりと守れる

ようにしよう。 

・小学校生活最後の夏

休みだから、最後ま

でやりきれるよう

に頑張る。 

・誰にでも途中であき

らめたくなる弱さは

あるが、そんな自分

を見つめ直し、目標

に向かって努力し続

け、最後までやり抜

くことの大切さに気

付かせる。 

・無理な計画にならな

いように助言する。 

・夏休みの計画を保護

者とともに考えるよ

うにし、家庭でも継

続して取り組むこと

ができるよう助言し

ていただくように働

きかける。 

【学級活動】（６月） 
「係活動の見直し」 
・４月から取り組んで
きた中で、学級目標
や係活動の目標に
ついての実現状況
を振り返り、今後の
方向について話し
合うことができる。 

・係活動等、仲間と自
主的・自発的に取り
組むことで目標を
実現する具体的な
姿はどうであった
かを話し合うこと
ができる。 

・学校や学級のリー

ダーとして、自主

的・自発的に行動 

し、最後までやり 

とげた喜びを交流

し、活動に対する 

意欲を高める。 



 

 

 



「灯  
ともしび

を持つ乙女
お と め

」 

灯
と
も
し
び

を
持
つ
乙
女

お

と

め 
 
 

山
本

や
ま
も
と 

芳 ほ
う

翠 す
い 

 

芳 ほ
う

翠 す
い

は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八

年
）
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
美
術

び
じ
ゅ
つ

学
校
に

留
学

り
ゅ
う
が
く

し
、
九
年
間
油
絵
を
学
び
ま
し

た
。 上

の
絵
は
、「
洋
画
の
父
」
と
い
わ
れ

る
山
本
芳 ほ

う

翠 す
い

の
代
表
作
で
す
。
ろ
う
そ

く
の
あ
わ
い
光
の
中
に
う
か
び
出
る
、 

ま
な
ざ
し
の
や
さ
し
い
明
治
の
乙
女

お

と

め

の
す
が
た
が
、
見
る
人
の
心
を
ゆ
さ
ぶ
り
ま
す
。
こ
の
絵
は
現
在
、
彼
が
生
ま
れ
た
明
智
町

の
山
本
家
に
あ
り
、
日
本
美
術
史

び
じ
ゅ
つ
し

に
残
る
名
画
の
一
つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
、
明
け
き
ら
ぬ
冬
の
朝
、
旅
す
が
た
に
身
を
固
め
た
為
蔵

た
め
ぞ
う

少
年
（
芳 ほ

う

翠 す
い

の
本
名
、
当

時
十
五
才
）
は
、
村
ざ
か
い
の
滝
坂

た
き
さ
か

峠
と
う
げ

に
立
ち
ま
し
た
。 

「
お
と
う
、
お
か
あ
、
し
ば
ら
く
の
親
不
孝
を
お
許 ゆ

る

し
く
だ
さ
れ
、
お
れ
は
ど
う
し
て
も
、

絵
の
勉
強
が
し
た
い
の
で
す
。」 

 

ま
だ
、
家
で
何
も
知
ら
ず
に
ね
む
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
父
母
に
向
か
っ
て
、
し
ば
ら
く
手

を
合
わ
せ
た
の
ち
、
彼
は
足
ば
や
に
村
を
出
て
行
き
ま
し
た
。 

 

「
日
本
一
の
絵
か
き
に
な
る
ん
だ
。
」
と
、
ち
か
っ
た
彼
は
、
京
都
で
日
本
画
の
修
行

し
ゅ
ぎ
ょ
う

に
は

げ
ん
で
い
ま
し
た
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）
、
本
格
的
に
絵
を
学
ぶ
た
め
、
中
国
へ
わ

た
ろ
う
と
し
て
、
横
浜
港
へ
行
き
ま
し
た
。
町
を
歩
い
て
い
た
彼
は
、
と
あ
る
店
先
で
、
今

ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
ふ
し
ぎ
な
絵
に
出
会
っ
て
、
思
わ
ず
足
を
と
め
ま
し
た
。
聞
け
ば
、

西
洋
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

「
こ
れ
が
西
洋
の
絵
か
。
油
に
絵
の
具
を
と
か
し
て
か
く
と
い
う
が
・
・
・
・
・
。
う
ー
ん
、



力
強
く
て
生
命
を
感
じ
る
絵
だ
。」 

 

彼
は
、
何
時
間
も
そ
の
絵
の
前
に
立
ち
つ
く
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
宿
へ
帰
っ
て
も
、

そ
の
絵
が
目
の
前
に
ち
ら
つ
い
て
ね
む
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
の
日
も
そ
の
次
の
日
も
、
そ

の
絵
を
見
に
行
き
ま
し
た
。 

「
絵
は
、
た
だ
の
か
ざ
り
物
で
は
な
い
。
作
者
の
命
の
表
れ
た
も
の
だ
。
あ
の
西
洋
の
絵
に

は
、
そ
れ
が
あ
る
。
あ
ん
な
絵
を
か
き
た
い
も
の
だ
。
よ
し
、
油
絵
を
や
ろ
う
。
最
初
か
ら

勉
強
の
や
り
直
し
だ
。」 

 

こ
う
決
心
す
る
と
、
為
蔵

た
め
ぞ
う

は
中
国
行
き
を
や
め
、
横
浜
の
洋
画
家
、
五 ご

姓 せ

田 だ

芳 ほ
う

柳
り
ゅ
う

に
弟
子

入
り
を
願
い
出
ま
し
た
。
し
か
し
、
五
度
も
こ
と
わ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
お
い
っ
、
為
蔵

た
め
ぞ
う

と
や
ら
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
言
う
の
な
ら
、
こ
れ
か
ら
半
年
、
あ
の
上
州
屋

じ
ょ
う
し
ゅ
う
や

で
丁
稚

で

っ

ち

奉
公

ぼ
う
こ
う

を
し
て
か
ら
出
直
し
て
こ
い
。」 

 

六
度
目
に
願
い
出
た
と
き
、
根
負
け
し
た
芳 ほ

う

柳
り
ゅ
う

は
為
蔵

た
め
ぞ
う

に
そ
う
言
い
ま
し
た
。 

 

上
州
屋

じ
ょ
う
し
ゅ
う
や

と
は
近
く
の
表
具
屋

ぐ

や

で
、
親
方
は
、
人
使
い
の
あ
ら
い
こ
と
で
有
名
で
し
た
。
上

州
屋
の
丁
稚

で

っ

ち

と
な
っ
た
為
蔵

た
め
ぞ
う

は
、
朝
、
暗
い
う
ち
か
ら
、
掃
除

そ

う

じ

、
洗
た
く
、
使
い
走
り
、
兄
弟
子

あ

に

で

し

の
世
話
に
と
身
を
粉
に
し
て
働
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
絵
の
修
行

し
ゅ
ぎ
ょ
う

は
、
か
た
時
も
忘 わ

す

れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
毎
夜
、
人
の
ね
静
ま
っ
た
こ
ろ
、
ろ
う
そ
く
の
灯
の
下
で
絵
筆
を
走
ら
せ
ま
し

た
。
仲
間
の
ね
顔
を
何
十
枚
も
か
き
ま
し
た
。
昼
間
、
使
い
に
出
た
と
き
に
見
た
、
港
の
景
色

け

し

き

を
思
い
出
し
て
か
き
ま
し
た
。
紙
さ
え
十
分
に
手
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
、
菓
子
や
反
物

た
ん
も
の

の

包
み
紙
を
人
に
分
け
て
も
ら
っ
て
画
帳
と
し
ま
し
た
。 

 

修
行

し
ゅ
ぎ
ょ
う

は
つ
ら
い
も
の
と
覚
悟

か

く

ご

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
時
と
し
て
は
暗
い
思
い
が

暗
雲
の
よ
う
に
胸
の
内
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
く
る
の
を
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
わ
た
し
は
、
こ
ん
な
所
で
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
何
と
か
し
て
、
絵
か
き
に
な
り
た

い
。
は
た
し
て
、
入
門
を
許
し
て
も
ら
え
る
も
の
だ
ろ
う
か
。」 

そ
う
思
い
な
が
ら
も
、
目
に
う
か
ぶ
の
は
、
あ
の
店
先
で
出
会
っ
た
油
絵
で
す
。 

「
あ
の
絵
に
、
自
分
の
た
ま
し
い
が
す
い
こ
ま
れ
て
い
く
よ
う
だ
っ
た
。
あ
の
絵
に
、
学
ば



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
。」 

と
思
い
、
為
蔵

た
め
ぞ
う

は
夜
の
明
け
る
の
を
待
ち
か
ね
た
よ
う

に
し
て
、
ま
た
、
そ
の
絵
を
見
に
行
く
の
で
し
た
。 

 

こ
う
し
て
、
半
年
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。
為
蔵

た
め
ぞ
う

は
、

思
い
き
っ
て
、
自
作
の
絵
一
枚
と
入
門
願
い
を
持
っ
て
、

再
び
、
五 ご

姓 せ

田 だ

芳 ほ
う

柳
り
ゅ
う

の
前
に
す
が
た
を

現
あ
ら
わ

し
ま
し
た
。 

「
う
ー
む
。
お
前
と
い
う
や
つ
は
・
・
・
・
・
・
。
」 

 

芳 ほ
う

柳
り
ゅ
う

は
、
そ
の
絵
を
見
て
ひ
そ
か
に
舌 し

た

を
ま
く
と
と

も
に
、
為
蔵

た
め
ぞ
う

の
ね
ば
り
強
さ
に
関
心
を
し
て
入
門
を
許

し
、「
芳 ほ

う

翠 す
い

」
の
名
前
を
あ
た
え
ま
し
た
。 

 

「
こ
れ
か
ら
だ
。
日
本
一
の
絵
か
き
に
な
る
道
は
、
ま
だ
ま
だ
遠
い
ぞ
。」 

 

入
門
を
許
さ
れ
た
芳 ほ

う

翠 す
い

は
、
い
っ
そ
う
努
力
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
常
に
、
自
分
に
言
い

聞
か
せ
な
が
ら
、
絵
の
修
行

し
ゅ
ぎ
ょ
う

を
続
け
る
の
で
し
た
。 

 

洋
画
家
山
本
芳 ほ

う

翠 す
い

と
し
て
の
出
発
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
彼
が
二
十
二
才
の
と
き

で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

内
容
項
目 

一
―
（
二
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
典 

岐
阜
県
教
育
委
員
会 

郷
土
の
道
徳
「
灯
を
持
つ
乙
女
」 

（
昭
和
六
十
一
年
七
月
） 

 


